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 市⺠の会のよびかけで、7 月 25 ⽇につくば市⻑との懇談会が実施され、学研労協関係では 3 人が参
加しました。つくば市⺠⽩書 2020 実行委員が 2020 年 6 月 6 ⽇に「つくば市⺠⽩書 2020−市⺠の目
でみたつくばの今」を発行しました。学研労協もこの⽩書の執筆に協力しました。 
 今後も引き続き、市⺠的要求課題の解決を目指して暮らしやすいつくばを作るための活動を進めま
す。また地域の課題毎に運動のあり方を考え、必要に応じて他団体と連携・協力し、地域共闘を進め
ます。 

 
（２）平和運動 

平和はとても⼤切であり労働組合として取り組むべき一つの課題であることから、学研労協は設立
時から地域の平和運動などの取りまとめ役として事務局を担ってきました。しかし、現状の事務局体
制を維持していくことが困難となったために、第 40 回代表者会議（第 39 期）から、当面会計業務を
担当することとしますが、事務局全体の運営については各実行委員会の参加他団体と相談してすすめ
ています。 
1）12・8 不戦の集い(2019年)  

つくばでは、戦争体験を語り継ぎ、平和を守る活動の交流をはかる「不戦のつどい」を毎年12月8⽇
前後に開催してきました。2019年の集いは、12月6⽇（金）に『「表現の自由」が奪われた時代を生き
てー北海道・生活図画事件と私たちの今−」と題し、川嶋均先生（東京芸術⼤学非常勤講師）に講演
をお願いし、45名が参加しました。なお、1945年当時の食糧事情を体験するため蒸しイモを試食しま
した。  
2）原⽔爆禁⽌国⺠平和⼤行進 、原⽔爆禁⽌世界⼤会 

2020年の茨城県内国⺠平和⼤行進は7月11⽇から14⽇に実施予定でしたが、新型コロナウイルスの
感染を避けるために行進は行いませんでした。それに変わる活動としてヒバクシャ署名や宣伝行動を
行いました。つくば地域では原⽔爆禁⽌筑波研究学園都市実行委員会（学園実行委員会）が7月12⽇に
⼤清⽔公園で、情勢や行動提起を含んだ挨拶、市⻑からのメッセージ紹介、平和の歌を一緒に歌うな
どの行動を行いました。また、平和の波行動として「平和の鐘つき」に参加しました。 

原⽔爆禁⽌世界⼤会も現地に実際に集まる集会は実施されませんでしたが、オンライン集会が実施
されました。つくば市では8月9⽇の「8.9 原⽔爆禁⽌2020年世界⼤会（オンライン）⻑崎デー」を視
聴する会をつくば市役所コミュニティ棟で開催しました。また、個別での視聴も呼びかけました。 

今後も単組や職場内の平和組織などを中心に取り組む平和⼤行進、原⽔爆禁⽌世界⼤会へ代表派遣
への連絡など支援を行います。  
3）10.21 県南集会の取り組み  

10.21国際反戦デーは、1966年にベトナム戦争反対のうねりの中で、世界の平和を訴える⽇として⽇
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本で生まれました。2019年の「憲法9条を守ろう！−いのちとくらしを守る10.21県南⼤集会」は、学
習会を開催しました。 

 
４ 組織運営 
（１）組織構成 

2020 年 9 月現在、以下の 15 組織（うち 2 組織オブザーバー参加）で構成されています。  
１）国土交通労働組合 気象研究所支部 
２）国土交通労働組合 東京気象支部 筑波測器分会（2020 年 4 月以降休会） 
３）国土交通労働組合 東京気象支部 館野分会 
４）国土交通労働組合 建設研究機関支部 
５）国土交通労働組合 地理支部 
６）全環境 国立環境研究所労働組合 
７）全経済・産業技術総合研究所労働組合 
８）全厚生 医薬基盤研究所支部 
９）全⼤教 高エネルギー加速器研究機構職員組合 
10）全⼤教 筑波⼤学教職員組合つくば 
11）全農林労働組合筑波分会協議会 
12）物質・材料研究機構労働組合 
13）防災科学技術研究所労働組合 
14）産業安全研究所労働組合 
15）国立科学博物館労働組合 
 
（２）役員構成 
1）役員の構成 

第 41 期の役員は、【巻末資料 3 】に掲げてあります。  
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